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大
阪
北
部
地
震
、
平
成
３０
年
７
月
豪
雨
（
西
日
本
豪
雨
）
の
災

害
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
へ
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、

被
災
地
の
復
旧
に
当
た
ら
れ
て
い
る
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
敬
意
を

表
す
る
も
の
で
す
。 

◆
災
害
と
生
活
再
建 

水
害
、
地
震
、
火
山
、
雪
害
、
竜
巻
等
と
い
っ
た
、
人
的
、
家

屋
、
産
業
の
被
害
を
伴
う
自
然
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
い
っ

た
ん
災
害
が
発
生
す
る
と
、
災
害
対
応
等
を
経
て
、
元
の
生
活
に

戻
る
に
は
長
期
間
を
要
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

九
州
北
部
豪
雨
か
ら
一
年
を
経
過
し
て
い
ま
す
が
、
流
れ
出
た

土
砂
や
流
木
の
除
去
や
撤
去
が
続
い
て
お
り
、
さ
ら
に
は
、
１
０

０
０
人
を
超
え
る
方
が
仮
設
住
宅
で
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
さ

れ
ま
す
。 

住
宅
再
建
で
は
、
「
二
重
ロ
ー
ン
」
の
問
題
が
あ
り
、「
被
災
者

生
活
再
建
支
援
制
度
」、「
自
然
災
害
に
よ
る
被
災
者
の
債
務
整

理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
、
各
種
保
険
な
ど
の
利
用
が
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
手
続
面
の
煩
雑
さ
な
ど
容
易
に
進
ま
な
い
課
題

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
種
制
度
の
対
象
か
ら
漏
れ
て
し
ま
う

被
災
者
支
援
を
ど
う
す
る
の
か
、
小
規
模
事
業
者
の
場
合
、
個
人

の
生
活
再
建
と
事
業
の
再
建
も
課
題
に
な
っ
て
き
ま
す
。 

復
旧
や
片
付
で
手
一
杯
な
状
況
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
の
課
題

と
な
る
と
思
い
ま
す
。
関
連
制
度
の
周
知
、
行
政
や
金
融
機
関
、

国
な
ど
の
取
組
状
況
、
あ
る
い
は
、
行
政
と
法
律
関
係
な
ど
や
金

融
機
関
と
の
連
携
し
た
取
組
に
つ
い
て
の
確
認
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

◆
災
害
へ
の
備
え 

最
近
の
気
象
の
変
化
に
よ
り
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
発

生
す
る
の
か
、
気
象
情
報
に
注
意
し
て
い
く
必
要
あ
り
ま
す
。
各

自
治
体
か
ら
の
防
災
メ
ー
ル
、
携
帯
メ
ー
ル
な
ど
の
活
用
が
あ
り

ま
す
。
併
せ
て
、
視
覚
・
聴
覚
障
害
の
方
へ
の
速
報
、
避
難
の
体

制
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
地
域
防
災
計
画
、

災
害
時
要
援
護
者
支
援
の
計
画
の
実
効
性
、
課
題
に
つ
い
て
把
握

し
て
お
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

各
自
治
体
で
は
、
地
区
防
災
計
画
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
計
画
に
つ

い
て
、
防
災
訓
練
を
重
ね
、
ま
た
、
実
際
の
災
害
の
実
情
を
踏
ま

え
て
検
討
、
見
直
し
が
加
え
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
想
定
し
え
な

い
事
態
も
生
じ
る
の
が
災
害
対
応
か
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
地
区
防
災
計
画
を
は
じ
め
と
し
た
計
画
、
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
や
実
際
の
対
応
策
に
つ
い
て
、
避
難
や
災
害
対
応
へ
の
行
動

に
つ
な
が
る
よ
う
に
防
災
訓
練
な
ど
を
通
じ
て
周
知
、
徹
底
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。 

先
ず
、
身
の
安
全
を
確
保
す
る
、
こ
の
こ
と
を
優
先
し
て
日
常

備
え
を
し
て
い
く
よ
う
に
啓
発
し
て
い
く
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

◆
災
害
発
生
後
の
対
応 



災
害
発
生
後
、
大
量
の
災
害
廃
棄
物
が
発
生
し
ま
す
。
今
回
の

災
害
お
い
て
も
自
治
体
で
は
、
仮
置
き
、
処
分
に
苦
慮
し
て
い
る

こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、「
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
」

の
策
定
状
況
、
ま
た
は
、
地
区
防
災
計
画
や
一
般
廃
棄
物
処
理
計

画
で
の
災
害
廃
棄
物
の
具
体
的
処
理
方
策
の
策
定
が
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

災
害
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
発
生
予
測
・
収
集
・
運
搬
・
保
管
・

環
境
影
響
・
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
・
減
量
・
焼
却
・
最
終
処
分
と

い
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
仮
置
き

の
際
の
環
境
へ
の
影
響
、安
全
性
確
保
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

実
際
に
、
相
次
ぐ
災
害
に
よ
り
、
多
く
の
自
治
体
で
災
害
廃
棄

物
の
処
理
を
経
験
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
実
情
把
握
、

自
分
の
自
治
体
で
は
、
実
際
の
対
応
が
は
か
れ
る
状
況
か
確
認
し

て
お
く
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

さ
ら
に
は
、
廃
棄
物
処
理
施
設
（
焼
却
場
、
破
砕
処
理
施
設
）

が
被
災
し
た
場
合
の
対
応
策
に
つ
い
て
も
、
想
定
し
て
お
く
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
に
、
近
隣
自
治
体
と
の
広
域
で
の

相
互
支
援
、
各
事
業
団
体
と
の
協
力
体
制
が
必
要
に
な
る
と
考
え

ま
す
。 

ま
た
、
水
害
で
は
、
衛
生
面
へ
の
注
意
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
災
害
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
後
の
衛
生
面
、
健
康
面
へ
の
ケ
ア

が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

前
回
も
触
れ
た
よ
う
に
、
外
国
人
の
居
住
者
や
旅
行
者
に
対
す

る
災
害
発
生
時
の
体
制
整
備
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
熊
本
地

震
や
今
回
の
豪
雨
災
害
で
は
、
医
療
機
関
が
被
災
し
て
お
り
、
緊

急
時
の
対
応
に
つ
い
て
被
災
想
定
も
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
生
じ

て
き
て
い
る
と
考
え
ま
す
。 

◆
災
害
と
再
生 

西
日
本
豪
雨
で
は
、
被
災
状
況
が
軽
微
に
も
拘
ら
ず
観
光
客
が

激
減
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
風
評
被
害
の
防

止
に
努
め
る
自
治
体
も
出
て
い
ま
す
。
災
害
に
よ
る
直
接
の
損
害

だ
け
で
は
な
く
、
影
響
は
他
に
も
及
ん
で
い
き
ま
す
。
日
常
の
生

活
へ
の
考
慮
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。 

酷
暑
の
中
で
も
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
被
災
地
域
の

復
旧
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
ボ

ラ
テ
ィ
ア
の
働
き
が
地
域
の
支
え
に
つ
な
が
る
と
の
指
摘
が
あ
り

ま
す
。
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
で
地
域
の
再
生
に
も
効
果
が
発
揮

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

被
災
さ
れ
た
方
へ
の
、
酷
暑
の
中
、
肉
体
的
な
健
康
の
維
持
と

と
も
に
精
神
面
へ
の
ケ
ア
も
重
要
に
な
り
ま
す
。
被
災
（
家
族
と

の
関
係
）・
片
付
け
・
ス
ト
レ
ス
・
生
活
再
建
・
将
来
へ
の
不
安
と

多
岐
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、ケ
ア
体
制
の
確
認
も
考
え
ら
れ
ま
す
。 

今
後
も
哀
悼
の
気
持
ち
を
持
ち
つ
つ
、
復
旧
復
興
、
再
生
に
と

り
く
む
こ
と
、
災
害
の
経
験
を
次
代
に
つ
な
ぎ
、
減
災
に
つ
な
げ

て
い
く
取
組
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 
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